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相
双
、
い
わ
き
地
方
の
津
波
被
災

農
地
に
お
い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業

に
災
害
関
連
区
画
整
理
事
業
や
復
興

基
盤
総
合
整
備
事
業
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
復
旧
と
併

せ
、
ほ
場
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
を

図
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
災
害
関
連
区
画
整
理
事
業

2
地
区
68
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
復
興
基
盤

総
合
整
備
事
業
9
地
区
１
，
５
８
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
計
11
地
区
１
，
６
５

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
農
地
整
備
を
進
め

て
お
り
、
平
成
26
年
12
月
現
在
、
9

地
区
で
工
事
発
注
と
な
り
、
本
格
的

に
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
区
の
中
で
、
い
わ
き

地
方
3
地
区
に
お
い
て
は
、
震
災
後

い
ち
早
く
除
塩
事
業
を
行
い
、
平
成

25
年
に
は
営
農
再
開
を
果
た
し
て
お

り
、
ま
た
相
双
地
方
の
作
田
前
地
区

（
新
地
町
）
で
も
農
地
整
備
が
進
み
、

平
成
26
年
度
か
ら
一
部
で
大
豆
の
作

付
け
が
始
ま
り
ま
し
た
。

課
題
と
し
て
は
、
工
事
を
進
め
る

上
で
技
術
者
や
労
働
者
不
足
に
よ
る

入
札
不
調
、
二
次
製
品
等
の
資
材
の

入
手
困
難
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

債
務
負
担
等
に
よ
り
発
注
工
事
の
大

型
化
に
努
め
る
な
ど
、
機
動
的
に
事

業
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
、
河
川
、
海
岸
防
災

林
及
び
防
災
集
団
移
転
の
各
事
業
と

連
携
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
土
地
利

用
を
展
開
し
、
魅
力
あ
る
農
業
・
農

村
の
再
興
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
県
外

か
ら
多
く
の
福
耕
支
援
隊
の
方
々
に

応
援
を
い
た
だ
き
、
野
を
越
え
山
を

越
え
、
着
実
に
復
興
へ
の
道
を
歩
ん

で
い
ま
す
。

～
今
日
の
努
力
は

笑
顔
あ
ふ
れ
る
農
空
間

復
興
の
た
め
に
～

【
農
村
基
盤
整
備
課
】

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業
関

係
の
技
術
開
発
や
農
業
教
育
機
能
を

も
つ
福
島
県
の
農
業
振
興
の
拠
点
で

あ
り
、
農
業
土
木
関
係
の
研
究
も
行
っ

て
い
ま
す
。

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｏ

Ｅ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
水

田
で
生
産
性
の
高
い
水
田
輪
作
体
系

の
確
立
を
目
指
し
、
農
業
土
木
、
栽

培
、
経
営
か
ら
多
面
的
な
研
究
を
南

相
馬
市
原
町
区
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
双
農
林
事
務
所
と
先
進
地
の
視

察
を
行
い
、
有
効
性
や
課
題
な
ど
の

情
報
収
集
を
行
う
な
ど
、
今
後
、
Ｆ

Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
導
入
計
画
エ
リ
ア
に
研
究

成
果
を
普
及
で
き
る
よ
う
、
地
元
と

連
携
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
他
、
生
態
系
配
慮
施
設
の
管

理
手
法
の
検
討
や
た
め
池
の
耐
震
性

を
簡
易
に
検
証
す
る
手
法
な
ど
、
様
々

な
試
験
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

の
で
、
研
究
成
果
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
今
後
活
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

【
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

佐
藤
輝
幸
】
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津
波
被
災
農
地
の

ほ
場
整
備
事
業
の
進
捗

～
実
り
あ
る
大
地
～

農

空

間

の

う

く

う

か

ん

【特集】

整備された農地で大豆が

元気に育ちました。

収穫した大豆を試食しました。

色よし、味よし、言うことなし！

相
双
農
林
事
務
所
管
内
に
お
い
て

は
、
11
月
17
日
～
19
日
（
地
震
災
第

44
次
、
21
箇
所
）
と
、
12
月
16
日
～

19
日
（
地
震
災
第
45
次
、
8
箇
所
、

台
風
19
号
災
、
11
箇
所
）
に
40
箇
所

の
災
害
査
定
が
完
了
し
ま
し
た
。
査

定
に
向
け
て
の
資
料
作
成
、
査
定
官
・

立
会
官
へ
の
申
請
・
説
明
、
朱
入
れ

に
至
る
ま
で
、
多
く
の
支
援
隊
の
力

を
お
借
り
し
な
が
ら
、
無
事
に
乗
り

切
る
こ
と
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
す
。

福
耕
支
援
隊
の
皆
様
に
は
、
災
害

査
定
の
み
な
ら
ず
、
相
双
地
方
の
復

興
の
た
め
に
、
日
夜
厳
し
い
業
務
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

我
々
相
双
農
林
メ
ン
バ
ー
も
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
相
双
地
方
の

早
期
復
興
へ
向
け
、
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
木
戸
川
排
水
機
場
（
県
営
災
）

青
森
県
の
吉
澤
さ
ん
と
滋
賀
県

の
西
海
さ
ん

◆
楢
葉
町
（
団
体
営
災
）

青
森
県
の
小
笠
原
さ
ん
と
東
海

農
政
局
の
方
々

◆
金
ヶ
森
た
め
池
（
県
営
災
）

愛
媛
県
の
岡
田
さ
ん

◆
南
相
馬
市
（
団
体
営
災
）

滋
賀
県
の
南
さ
ん
、
北
海
道
開

発
局
と
中
国
四
国
農
政
局
の
方
々

◆
相
馬
市
（
団
体
営
災
）

北
海
道
の
橋
口
さ
ん
と
沖
縄
県

の
井
庭
さ
ん
、
関
東
農
政
局
の
方
々

【
相
双
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部
】

冬の好天の下、査定官に説明する

井庭さん。

福
耕
支
援
隊
情
報

査定官へ説明する吉澤さん、西海さん。

一日も早い復旧・復興のため、

悪天候でも査定を受ける岡田さん。

査定に立会う小笠原さん。

指先がかじかむ寒さに耐え、査定に立会う

南さんと北海道開発局の皆さん。

セ

ン

タ

ー

便

り

FOEASを整備した区画で大豆を栽培しました。生育良好です！

FOEASの先進地視察の成果を研究へ活かします。
農地周辺の生き物へもやさしい農業を目指して、

生き物への影響調査も行っています。

ため池の安定性を効率的に確認するための

調査・研究を進めています。
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藤
沼
ダ
ム
は
、
受
益
面
積
８
３
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
に
用
水
を
供
給

す
る
農
業
用
ダ
ム
で
す
。
平
成
23
年

3
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
決
壊
し
、
下
流
の
集
落
、

農
地
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
現
在
農
業
用
水
の
供
給
が
絶
た

れ
て
お
り
早
急
な
施
設
の
復
旧
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

復
旧
計
画
に
つ
い
て
は
本
堤
・
副

堤
と
も
に
中
心
遮
水
型
フ
ィ
ル
ダ
ム

と
し
、
第
三
者
の
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
た
「
福
島
県
藤
沼
ダ
ム
復
旧

委
員
会
」
の
指
導
・
助
言
・
確
認
を

受
け
な
が
ら
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

す
。復

旧
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民

の
皆
様
の
安
心
に
繋
が
る
よ
う
、
工

事
の
可
視
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

地
域
住
民
の
方
々
に
対
し
て
随
時
現

場
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解

の
も
と
、
今
後
も
、
安
全
・
安
心
の

も
と
に
平
成
28
年
度
の
藤
沼
ダ
ム
完

成
に
向
け
て
関
係
者
一
同
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
県
中
農
林
事
務
所
農
村
整
備
部
】

農
村
計
画
課
は
、
総
勢
15
名
で
総

室
予
算
の
編
成
・
取
り
纏
め
、
国
土

調
査
事
業
、
新
規
地
区
の
調
査
・
計

画
、
小
水
力
発
電
、
土
地
改
良
法
手

続
き
や
土
地
改
良
区
の
検
査
・
指
導

等
、
多
岐
に
渡
る
業
務
を
各
主
任
を

中
心
に
チ
ー
ム(

島)

で
話
し
合
い
助

け
合
い
明
る
く
元
気
に
進
め
て
い
ま

す
。東

日
本
大
震
災
か
ら
五
年
目
と
な

る
来
年
度
は
集
中
復
興
期
間
の
最
終

年
度
と
な
り
、
正
に
成
果
が
求
め
ら

れ
る
年
に
な
り
ま
す
。
当
課
で
は
、

本
県
農
業
の
再
生
・
復
興
を
早
期
に

進
め
る
た
め
、
通
常
予
算
及
び
復
興

関
連
予
算
の
必
要
額
確
保
、
生
産
振

興
に
直
結
し
た
地
区
を
中
心
に
新
規

地
区
の
積
極
的
立
ち
上
げ
に
と
、
日
々

関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
に
奔
走

し
て
い
ま
す
。

“
仕
事
は
組
織
で
行
う
”
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
課
内
に
お
い
て
も
、
皆
様

か
ら
も
「
相
談
し
易
い
農
村
計
画
課
」

と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今
後

と
も
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

農
村
振
興
課
は
、
3
チ
ー
ム
で
構

成
さ
れ
、
農
山
村
の
振
興
に
向
け
て

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
に
わ
た
る

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、｢

農
地
活
用
担
当｣

は
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
と
有
効
活
用
の
た

め
、
法
に
基
づ
く
指
導
・
助
言
や
荒

廃
状
況
の
把
握
、
農
地
の
再
生･

活
用

へ
の
支
援
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、｢

農
村
集
落
担
当｣

は
、
中

山
間
地
域
等
の
農
業
生
産
活
動
を
継

続
す
る
た
め
の
直
接
支
払
事
業
や
、

子
供
た
ち
に
農
業
・
農
村
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う｢

農
育｣

な
ど
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、｢

農
村
活
性
化
担
当｣

で

は
、
今
年
度
よ
り
始
ま
っ
た｢

多
面
的

機
能
支
払
事
業｣

を
活
用
し
た
農
業･

農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持･

発
揮
の

推
進
や
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金
を
担
当
し
て
い
ま

す
。震

災
か
ら
3
年
10
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
未
だ
に
原
子
力
災
害
と

そ
れ
に
伴
う
風
評
は
、
農
業･

農
村
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
地
域
資
源
を
守
り
、
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
農
山
村
を
活
性
化

さ
せ
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。当

課
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

宝
と
絆
を
大
切
に
し
て
、
地
域
の
力

を
活
か
し
、
農
業
・
農
村
に
明
る
い

笑
顔
を
取
り
戻
す
取
組
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
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無
事
、
今
年
度
最

後
の
農
空
間
発
行
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

だ
い
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
総
室
の
広
報
を
担
当
し
て
、

情
報
収
集
・
発
信
の
難
し
さ
と
と
も
に
大
き

な
可
能
性
を
感
じ
た
一
年
で
し
た
。
来
年
度

は
よ
り
効
果
的
な
広
報
を
効
率
的
に
展
開
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。(

編
集
担
当

Ｍ
・
Ｎ)

『
農
空
間
』
と
は･

･
･

農
村
に
お
い
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
農
業
の
営
み
、

そ
れ
を
支
え
る
農
地
や
水
、
人
々
の
生
活
、
そ
し

て
、
美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
長
い
間
に
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
な
ど
が
溶
け
あ
っ
た
空
間
の
こ
と
で

す
。

県

中

「
藤
沼
湖
の
復
旧
推
進
に
つ
い
て
」

ふ
く
し
ま
復
旧
便

―

県
内
か
ら
の
お
便
り

―

復旧委員の先生方の指導・助言を

受けながら、工事を進めています。

見やすいように図面は

色分けして、大きく。

地域の皆様が安心し、納得されるまで

質問してください。丁寧にお答えいたします。
現在、本堤は掘削作業を、副堤は盛土作業を

進めています。

会
津
宮
川
地
区
は
、
会
津
盆
地

の
西
部
を
北
に
向
け
て
流
下
す
る
一

級
河
川
阿
賀
川
支
流
宮
川
よ
り
取
水

す
る
地
域
で
、
約
４
，
６
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
稲
を
中
心
と
し
た
農
業

地
帯
で
あ
り
ま
す
。

地
区
西
部
は
、
渓
流
水
や
た
め
池

に
依
存
し
て
い
た
た
め
、
恒
常
的
な

用
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
用
水
源
を
確
保
し
、

用
水
の
安
定
供
給
と
農
業
経
営
の
改

善
を
目
的
に
、
昭
和
55
年
度
か
ら
国

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
よ
り
、

新
宮
川
ダ
ム
の
新
設
を
は
じ
め
と
し
、

頭
首
工
の
新
設
・
改
修
、
宮
川
幹
線

用
水
路
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
の
新
設

を
行
い
、
地
区
内
用
水
の
改
善
が
図

ら
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
、
地
区
全
体

の
用
水
管
理
委
員
会
を
立
上
げ
、
か

ん
が
い
用
水
の
公
平
な
配
分
を
図
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
安
定
化
が
進

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
先
人
た
ち
の
努
力
に

よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
ダ
ム
の
役
割
や

土
地
改
良
施
設
の
重
要
性
、
農
業
は

じ
め
身
近
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
非

常
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
小

中
学
校
の
研
修
時
に
常
々
話
を
し
、

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
伊
佐
須
美
神
社
の
御

手
洗
川
で
あ
る
宮
川
を
見
る
と
、
新

宮
川
ダ
ム
な
ど
建
設
以
前
の
景
色
と

大
変
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

す
。
河
川
改
修
工
事
を
行
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
河
川
に
淵
な
ど
が

な
く
平
に
な
り
、
洪
水
が
抑
制
さ
れ

る
た
め
か
転
石
だ
っ
た
河
川
に
泥
が

堆
積
し
葦
が
茂
り
、
柳
な
ど
は
、
大

木
に
な
り
つ
つ
あ
る
状
況
で
す
。
環

境
が
変
わ
り
、
生
態
系
に
お
い
て
も

少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
い
る
も
の

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
を
行
え
ば
両

局
面
が
現
れ
、
ど
ち
ら
が
よ
か
っ
た

の
か
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

人
の
た
め
に
役
に
立
つ
と
信
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
土
地
改
良
施
設
を
維
持

管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
水
土
里
ネ
ッ
ト

―

会
津
宮
川
地
区
の
水
源

宮
川

―

会
津
宮
川
土
地
改
良
区

事
業
課
長

前
田
伸
一
さ
ん研修学習を終えて、

土地改良区で記念撮影。

ふるさとの川の今を描きました。

福

島

県

関

係

各

課

の

紹

介

～
農
村
計
画
課
～

課
長

須
田
博
行

話しやすい雰囲気を心掛けている

農村計画課のメンバー

課
長

森
口
康
弘

～
農
村
振
興
課
～

笑顔あふれる農村振興課のメンバー


